
鳥インフルエンザが発生した場合
でも、家畜伝染病予防法に基づく措
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卵が市場に出回ることはありません。
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令和5年度 国内における高病原性及び低病原性鳥インフルエンザ発生状況
（農林水産省 HPから抜粋）

令和５年１１月２５日、佐賀県内の採卵鶏飼養農場において高病原性鳥インフルエン
ザ（H5亜型）の疑似患畜が確認されました。本事例は、令和５年度シーズンにおいて、
国内初となる飼養家きんでの発生事例となります。以降、茨城県、埼玉県及び鹿児島県
の採卵鶏農場で発生が認められました。環境省による野鳥の本病ウイルス保有状況調査
では、１０月上旬以降、鹿児島県を含めて複数の道県で本病ウイルス遺伝子が検出され
ていることから、引き続き、環境中に広く本病ウイルスが存在していることを念頭に厳
重に警戒する必要があります。

今シーズンも飼養家きんにおいて高病原性鳥インフルエンザが発生！

鶏肉・鶏卵は安全です



定期的な消毒を実施しましょう！

毎月２０日はくまもと家畜防疫の日

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

年末年始の死亡牛レンダリング処理及びBSE検査の対応について

熊本蛋白ミール公社及びBSE検査所の年末年始の対応については、下表のとおりです。飼養す
る牛が死亡したら、熊本蛋白ミール公社へ業務時間内の搬入をお願いします。

(株)熊本蛋白ミール公社TEL：0968-26-3766

令和５年度（令和５年２月１日時点）の熊本県畜産統計がホームページに公開されま
した。以下のとおりホームページを検索していただくか、右のQRコードを読み込ん
でいただくと、ホームページへ移動することができます。
【掲載場所】
「熊本県庁ホームページ」

→「組織で探す」
→「農林水産部」

→「畜産課」
→「畜産全般」

→「令和５年度（2023年度）熊本県畜産統計」

熊本県畜産統計が熊本県HPに公開されました

へい死畜の搬入については、時間厳守でお願いします。

病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）
H5N1

カンボジア 野鳥 令和5年10月8日

ロシア 家きん 令和5年10月19日

韓国 野鳥 令和5年11月30日

アフリカ豚熱 韓国 野生いのしし（94件） 11月

口蹄疫 A,O型 ネパール 不明（15件） 不明

ランピースキン病 韓国
韓牛（82件）
肉牛（2件）

乳牛（23件）
10月

令和5年(2023年)12月1日現在


